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 来る７月２７日(水)、宇佐文化会館(ウサノピア)大ホールにおいて、宇佐市人権啓発 

推進協議会総会が開催されます。総会行事終了後に下記のとおり人権啓発講演会を予定 

しています。どなたでも参加できますので、お誘い合わせのうえお越しください。 

日 時 ７月 27日(水)14:10～(予定) 

場 所  宇佐文化会館・ウサノピア大ホール 

演 題 「みんな同じ重さのいのちなのにっ！」 
      ～ケガレ・迷信・差別～  

           講師   藤
ふじ

 村
むら

  暢
とおる

 さん 

                （豊後大野市 法壽山明尊寺住職）  

                  講師プロフィール 

                  豊後大野市大野町の明尊寺に生まれる。 

            熊本大学、大谷専修学院(東本願寺の仏教専門学院)を卒業。 

            1979年から竹田市・大野郡内の小・中学校に勤務。この間 

            ８年間同和教育推進教員をつとめる。2014年３月退職。 

            20数年にわたり「ケガレ・迷信・差別」問題に取り組む。          

 

  

   

同和問題を考えるポイントのひとつが、結婚差別です。相手が同和地区出身であるかどうか身元 

を調査したり、同和地区の出身であることがわかると結婚に反対するなどの差別です。 

２０１１年には、司法書士や元弁護士が身元調査のために戸籍謄本等を 

不正取得した事件が社会問題になりました。また、２０１３（平成 25） 

年に行った「県民意識調査」では、「あなたのお子さんが同和地区の人と 

結婚するとしたら、あなたはどうしますか（どうすると思いますか）」と 

いう問いに対して約１５％の人が「反対する」と答えています。いまだ 

に同和地区出身者に対する差別意識が残っているのです。 

 ふだん「自分は差別などしない」という人にも考えてほしいのです。 

「いざ身内の問題になった場合に正しい判断ができるのか」と。この問 

題はまさしく、一人ひとりの人権尊重意識が試される問題だといえます。 

 同和問題について、「もし、自分だったら…」と自分のこととして考えませんか。 

  

【大分県生活環境部人権・同和対策課発行、「分野別人権教育研修資料①『同和問題』より」 
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 昨年のネパール地震復興支援についての報告会を当隣保館で下記のとおり開催します。先月号の「ここ

ろ」の投稿者中野美幸さんによる支援報告と、ネパールで長年学校をつくる支援等のボランティアをして

いる垣見一雅さんの記念講演を行います。多くの方のご参加をお願いします。 

日 時 ７月１６日(土)１９：００～  

場 所 宇佐市隣保館・集会室（２階) 

・ネパール支援報告 報告者 中野 美幸 さん 

       ・記念講演「リュックひとつのボランティア」        

           講師  垣見 一雅 さん（ネパール在住） 

            

 

 

 

                            

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ７月の休日開館 

第２日曜日  7月 10日 10:00～12:00      第４日曜日  7月 24日 10:00～12:00 

       隣保館休日サロン               ヒューライツ・シネマ 

・ハローワークの求人票等の閲覧          上映映画 「橋のない川」1992年作品 
・悩み事の相談等々                     出演、大谷直子・中村玉緒ほか 

                      上映時間   10:00～12:20 

※当番の職員が対応します。普段お仕事              

等で来館出来ない方は、この機会に是非             上映場所 隣保館・集会室（２階）                

ご利用ください。                            ※入場無料 

  

著書名 

生き抜け、その日のために 

長崎の被差別部落とキリシタン 

 著者 高山文彦 

 発行 解放出版社 

 

1945年８月９日、長崎に原爆が 

投下された。爆心地は被差別部 

落だった・・・。 

 

    開催時間   開催場所 

宇佐地区 13:30～16:00  宇佐市隣保館 

安心院地区 9:00～12:00  総合保健福祉センター 

院内地区 13:30～16:00 院内支所農林研修室           

※人権擁護委員が、皆さんの悩みごとをお聞きし

ます。お気軽にお越しください。 

中野美幸  垣見一雅 


